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研究成果の概要（和文）：卒業後 1、2 年目の看護師が感じている課題は、「新しい就業環境、

人間関係への適応」、「ストレスコントロール力」などで、「職場のメンタルヘルス」の研修が効

果的であった。卒業後 3 年目は専門看護師などキャリア開発に向けた研修のニードが高かった。

一方、新人指導看護師が大学に期待することは、社会的スキルを含めた職場適応力や精神面の

支援だった。卒業後最低 3 年間は大学と就業先が協働して研修体制を充実させることが重要で

ある。  
 
研究成果の概要（英文）：In this study, the beginner nurse have any tasks as follows, new 
environment of nursing , adaptation of human relationship ,control of stress management. 
We found that a seminar about mental health in working environment was effective for 
beginner, and three years after graduation, they need to know about career development as 
a certified nurse specialist. While nurses who educate the new face expected to academy 
that adaptation to working environment, social skills and mental support. At least after 
three years graduation, it is found that the benefit of clinical and academy cooperation for 
the training system for beginner nurses. 
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１．研究開始当初の背景 
看護職に求められる役割や能力に対する

社会の期待の高まりにもかかわらず、看護現
場で求められる能力と新人看護職員の能力
が乖離していることが問題視されていた。医
療安全の確保・向上ならびに新人看護職員の
早期離職の防止を図るために厚生労働省は
2010 年 4 月、新人看護職員の臨床研修等を

努力義務とした法改正を行った。この制度を
推進するために、「新人看護職員研修ガイド
ライン」が提示され、研修に必要な経費の支
援策も同時に実施された。一方、看護基礎教
育においても、臨床現場とのギャップを最小
限にするよう、修得した看護実践能力を客観
的に評価することや、演習や実習等で経験し
た看護実践技術項目を段階別に記録し、可視
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化できるようなデータベースの構築に取り
組みはじめたところであった。卒業時の学生
が修得した技術水準と現場が要求する水準
のギャップは具体的にどの程度なのか、本当
に新人看護職員の有する実践能力は、本人や
周囲が感じているように低いものなのかは
明確にされていなかった。基礎教育と臨床現
場のユニフィケーションが重要であると長
年叫ばれていながらも実際に協働して教育
を実施している施設は一部にとどまってい
る現状であった。 
２．研究の目的 
本研究の目的は、大学の看護基礎教育と新

人看護職研修を連関し、シームレスな看護職
の臨地実践能力育成をめざした教育・研修プ
ログラムを構築することである。われわれが
2006 年の開学時より実施してきた、学年別
客観的臨床能力試験（看護学 OSCE）等の実
践的な学修を修了し、就業している卒業生が
職場においてどのような課題を感じている
のか、また彼ら新人職員を指導している看護
師はどのように評価しているのかを明らか
にし、必要と感じている卒後教育の内容と方
法を提示する。さらに新人が中堅、エキスパ
ートに向かうキャリアの形成評価への有用
性を検証する。これらの結果は、新人看護職
の研修のみならず、看護基礎教育にもフィー
ドバックされ、学士課程で必要とされる看護
実践能力の構成要素がより明確になり、教育
と臨床現場のギャップを最小限にする方策
の１つとなりうる。 
３．研究の方法 
2010年度は、卒後 1 年目の臨床看護師と職

場で新人指導を担当している看護師の協力
を得て、看護実践能力尺度を用いて質問紙調
査とグループインタビューを実施した。 
2011年度は、前年度の結果を受けて、卒後

1～２年目の臨床看護師の研修と職場で新人
指導を担当している看護師のグループイン
タビューを実施した。 
2012年度はこれらの結果をまとめるとと

もに近隣の病院施設とともにユニフィケー
ションのあり方についての方策を議論した。 
当初予定していた１～3年目の臨床看護師

を対象とした客観的臨床能力試験について
は、2010年の臨床研修が導入されたばかりで 
臨床現場の準備状態が整備できず、時期尚早
であったことと、一方でメンタルヘルスのニ
ーズが予想以上に高かったことにより計画
を変更した。 
４．研究成果 
2010年度は、新人看護師の看護実践能力の

実態と看護実践にどのような問題を抱えて
いるのか、必要とされている研修はどのよう
なものなのか、など臨床現場のニーズについ
て調査した。その結果、「患者への心理的な
支援を適切に行えている」一方で「情報を多

角的に収集し整理・統合して問題を発見する
こと」や「症状の緩和などに配慮しながら提
供する援助を患者の個別性に合わせる」こと
に課題があることが明らかとなった。また、
自己の課題として感じていることは、《技術
の不足》《知識の不足》《アセスメント力の不
足》の 3 つで 8割を超えていた。このような
課題を持つ卒業生は自己の課題解決のため
に大学のキャリア支援を求めており、その内
容は《技術やアセスメント力をつけるための
研修会の開催》《自己研修のための環境》な
ど、キャリアアップのための再学修の場・実
践の改善を試みる場としての役割を期待し
ていた。また、指導看護師が大学に期待する
ことは、新人看護師の精神面の支援について
であった。本結果を教育と臨床現場のギャッ
プを最小限にする方策の１つとし、今後の大
学教育・キャリア支援に反映させつつ、引き
続きプログラム構築をはかっていくことに
した。 
2011年度は、新人看護師の看護実践能力の

実態と看護実践にどのような問題を抱えて
いるのか、研修プログラムの評価、今後に向
けた研修のニーズについて調査した。昨年度
明らかになった多くの新人が共通して抱え
ている課題は、「新しい就業環境、人間関係
への適応」、「ストレスコントロール力」など
であったことから、今年度は大学卒業後 1，2
年目の看護師を対象に「職場のメンタルヘル
ス」などの研修を行った。その結果、講義や
研修での振り返りを通して客観的に自己を
みつめなおすきっかけができ、その後の就業
意欲の復活、再学修の場・実践の改善を試み
る場として研修の意義を高く評価していた。
また、臨床における指導看護師が大学に期待
することは、新人看護師の社会的スキルを含
めた職場適応力や精神面の支援についてで
あった。本結果を教育と臨床現場のギャップ
を最小限にする方策の１つとし、今後の大学
教育・キャリア支援に反映させつつ、引き続
きプログラムを再検討し、研修体制を充実さ
せていくことにした。 
 2012年度は卒業後 3年目となった看護師

が今後のキャリアをどのような方向に向け
てすすめていくのかを考えるきっかけとな
るよう、専門看護師、認定看護師、国際協力
などさまざまなキャリア開発を実践してい
る方たちとのフォーラムを行った。その結果、
講義や研修での振り返りを通して客観的に
自己をみつめなおすきっかけができ、その後
の就業意欲の復活、再学修の場・実践の改善
を試みる場として研修の意義を高く評価し
ていた。また、臨床における指導看護師が大
学に期待することは、新人看護師の社会的ス
キルを含めた職場適応力や精神面の支援に
ついてであった。本結果を教育と臨床現場の
ギャップを最小限にする方策の１つとし、今



後の大学教育・キャリア支援に反映させつつ、
卒業後 3年目までは大学での研修体制を就業
先と併行して充実させていくことが重要で
あることがわかった。この成果を受けて近隣
病院の教育担当者と定期的に会合をもち、臨
床看護師が大学の教育場面を見学する一方
で看護教員が病院の新人研修を見学するな
ど、相互の教育現場を実際に体験することか
らはじめ、今後はそれぞれの授業(事業)展開
を協働で実施するよう、協議しているところ
である。 
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